
2/5　常盤公民館　市民説明会

No 質問 回答

1 参加者なし



2/10　平公民館　市民説明会

No 質問 回答

1
保育施設を改修するということだが、現
状の施設を少し改修するだけなのか、建
て増し（増築）が必要なのか。

未満児用の保育室が不足する場合は、幼
児用保育室を改修する必要が出てきま
す。大きな増築は現時点では検討してい
ません。

2
再編によって保育士が集約されると、保
育士のためのスペース（休憩場所など）
はしっかり確保されるのか。

保育士の休憩場所の確保、休憩時間など
の働く環境の見直しも併せて検討してい
きます。

3
再編によって他園に転園せざるを得ない
場合、入園は優先されるのか。

令和9年度から0～3歳児については、毎
年利用調整（在園中の園児も対象）を行
い、優先順位により希望園に入園してい
ただきます。

4
再編後は未満児の入園できる年齢は統一
されるのか。（現在、はなのき保育園の
みが生後6か月から入園可能）

再編後の園が決定後、検討を行います。

5 将来的には2園になるのか。
現段階で2園にすることは検討していま
せん。

6 八坂の通園対策は。

長時間のバス通園は子どもにとって負担
になるとあり方検討委員会において、専
門の先生からご意見がありましたので、
保護者等のご意見を伺った上で通園距離
の近い他市町村への広域入所や経過措置
などを検討していきます。



2/16　美麻公民館　市民説明会

No 質問 回答

1

上の子はみあさ保育園だったけど、下の
子は、預かり年齢の関係でみあさ保育園
に出せなかったという話は聞いたことが
ある。
美麻地域は僻地・小規模であるため、使
える良い（財政的な）施策はありそうだ
が活用・運用について検討していただき
たい。

保護者からも小学校への接続、そもそも
小学校の存続について不安の声がありま
した。みあさ保育園を残す場合、資料に
あるとおり建替や大規模改修が必要にな
るため、児童数を考えると現実的には困
難な状況であると考えます。

2

今までの資料などを確認した中で、美麻
の人の意見があった。
休園による弊害について、小学校への接
続に繋がらず、市街の小学校へ行く流れ
があるということだった。美麻地域の子
どもたちを地域でどう面倒を見ていく
か、育てていくか、地域のコミュニティ
の存続にか関わる部分だと感じる。再編
するなら、その部分が厚くなるよう対策
してほしい。
大町市内の小さい地域の単位で人の取り
合いにならないようにしていただきた
い。

美麻地区を含め、市内の保育園から小学
校への接続に課題があることは把握して
おり、交流活動など対策を検討しないと
いけないと感じています。
再編に向け、地域との交流、保育園同士
の交流・小学校への接続などの対策につ
いて、教育委員会等の関係機関と連携
し、検討してまいります。

3

みあさ保育園を再編する場合、第2回と
第3回の資料を見比べると通園対策につ
いて、記載が変わっていた。あり方検討
委員会の中で、30分という送迎時間の基
準を設けたということか。

保護者が車で送迎する時間が30分以内と
いう設定で、通園対策を検討することと
しました。みあさ保育園が休園中のた
め、現在、美麻地区の保護者は、保育園
については車で送迎、認定こども園につ
いては通園バスを利用しています。現時
点でその課題に関してはある程度対策は
できてはいると考えています。

4
みあさ保育園は再開するのか。
今後1人、2人の希望があっても再開しな
いのか。

園として再開するには、子どもの育ちの
面や保育士の配置等を考慮すると、ある
程度の人数が必要と考えています。その
ため、1人、2人での再開は困難と考えま
す。

5 みあさ保育園が休園になった経過は。

当時の担当から聞いた限りでは、入園希
望者が1人だったという現状があり休園
したとのことだった。
（後日令和4年度3月末の園児数を確認し
たところ、年長児2人（卒園）、年中児1
人（進級）であった。）

6
その時そこにいた子どもは民間園に行っ
たのか。

他の公立保育所又は民間の認定こども園
に行ったと思います。現在も同様です。



2/16　美麻公民館　市民説明会

No 質問 回答

7

保小中の交流について、たけのこ保育園
では実施している。
地域で保育園を育てていく流れがある
が、美麻では途絶えてしまうことが心配
この地域でも子どもを育てていこうとい
う流れになっていただきたい。

同様の意見は、保護者説明会でもいただ
いているため、市全体の課題として検討
します。

8

保育園には就労要件があるが、みあさ保
育園では保護者の仕事がはっきりしない
ということでだめだったという声があっ
た。
僻地・小規模地域の国の保育施策につい
て、活用を検討していただきたい。

過去の経過は不明であるが、特別利用保
育（教育認定児童の預かり）について、
再編後どのような取扱いになるか検討し
たいと思います。

9

保育士減少・高齢化が進んでいる。大町
市だけの問題ではなく全国的な問題だろ
う。そもそも資格を取ろうとする人が少
なくなっているのではないか。

保育士養成校に聞いたところ、志望する
人自体が少ない、免許を取っても他業種
で就労するケースがあるという状況であ
り、全体的に不足しているとのことでし
た。

10

1回退職した後、再雇用され、その後も
アルバイトのような形で働いている人が
いる。資格を持っていて１日の中で長時
間ではなく、短時間だけ働く人はいるの
か、募集しているのか。

現在、そのような方にお願いして長時間
保育をなんとか維持している状況です。
周辺地域に比べると、大町市はかろうじ
て確保している状況で、他市は、もっと
厳しい状況なのではないかと感じていま
す。

11

美麻・八坂・社等再編されるであろう園
の保護者は、優先的に利用できるのか。
兄弟で違う園になる可能性もあると書い
てある。そういったことが考えられる中
で再編の影響を受ける保護者が優先的に
利用できる仕組みはあるのか。

通園距離については考慮したいと考えて
います。
兄弟関係については、3歳未満児全員を
利用調整する仕組みの制度設計の中で検
討させていただくが、公平性を欠かない
よう検討したいと思います。



2/18　八坂公民館　市民説明会

No 質問 回答

1

市内は私立園もあり数的にも再編するの
は妥当ではあるかと思いますが、八坂、
美麻は資料にあるように通園時間のこと
もあるが、それだけではなく、特にたけ
のこ保育園は少人数でも、地域の方々が
サポートする中で独自の保育をしている
ので地域です。Iターンの方も来てお
り、子どもが増えてくるかもしれないの
でたけのこ保育園についてはぜひも残し
てほしいです。

ご要望はあり方検討委員会に報告し、検
討させていただきます。

2

旧大町市内の地域に通うのが30分かかる
のであれば、旧大町市内からたけのこ保
育園に30分かけて通ってもらうこともい
いのではないか。

保護者が送迎しているため、就労場所等
も考慮する必要があると考えます。

3

八坂地区は高齢化が著しいが、定住促進
などの取り組みをしており、Iターンを
して定住された方が出産したり子育て世
代が来たりと地元の子どもたちが少ない
中でその方々が学校や保育園を支えてい
ただいています。地域の事情を配慮して
いただき、たけのこ保育園を残してほし
い。美麻地区の方に聞くと、みあさ保育
園が休園中で市内の保育園に通っている
とその子達が美麻の小学校に戻ってくる
のかが心配だということ。保育園がなく
なることで学校がなくなるのかというこ
とになります。学校がなくなってしまう
と地域の伝統を守り抜くこともできなく
なってしまう。異年齢保育がまずいとい
うことであれば、市内の保育園からたけ
のこ保育園に来てもらったり、逆に市内
の保育園に出向くなどの交流保育のよう
なことをしていただければと思います。
また川沿いから通うのとても大変なこと
かと思います。大人でも大変なので、ま
してや子どもはもっと大変だと思うので
この点もふまえて検討していただきたい
です。

保護者説明会でも、再編により保育園が
なくなると、同地区の子どもが異なる保
育施設から小学校に行くこととなり、友
達がいないなど不安な面があるというご
意見ををいただいております。
幼保小の接続の部分については、市全体
の問題として検討が必要になるかと思い
ます。
通園距離は、大きな課題であり、あり方
検討委員会でもご意見を踏まえて検討し
ます。交流保育という良いご意見をいた
だきありがとうございます。



2/18　八坂公民館　市民説明会

No 質問 回答

4

小学校では小規模特認校制度を利用し
て、地元ではない子が八坂や美麻の学校
に通ってたりするので、教育委員会だけ
ではなくこれからの大町の子ども達を小
さい時からどのような育てていくのかと
いうこともふまえて保育園のあり方の中
でも検討していただきたい。

大町市の子育て環境をしっかり検討しな
がら進めていきたいと思います。コミュ
ニティースクールの話もありましたが、
保育園も地域の方々に支えられて運営で
きているので、再編に合わせて仕組みづ
くりも進めていきたいと思います。

5

定住対策における保育環境の整備につい
て、どのように考えているか。仮に定住
対策が成功して若い世帯が増え未満児の
数も増えた場合、保育士数が足りないか
ら施設をもっと減らすことになるのか。

移住を考えている子育て世帯の中には、
保育園を探して、入所できるかを確認し
てから移住先を検討する世帯もありま
す。そのような中で大町市においても3
歳未満児の受け入れ希望にお応えでき
ず、お断りするケースも出ています。
待機児童を出さずにお預かりすることも
移住政策につながると考えていますの
で、今後も最適な施設数を検討してまい
ります。

6

市内の認定こども園のある地域にあえて
保育園を残すのという選択の中で、認定
こども園の活用についてどのような検討
をされたのか。認定こども園だけでは不
十分なため、同地域に保育園を残すとい
う結論になったのか。

当市の認定こども園では、預けられる年
齢が概ね2歳からとなっています。（り
んどう幼稚園は令和8年4月から1歳児を5
人預けることができるようになる。）
現状で待機児童が発生する可能性が高い
状況の中、保育園の役割としては、認定
こども園で預けることができない0、1歳
児の受け入れを優先する必要があると考
えています。

7
保育士の確保が難しいということである
が、保育士の確保の取り組みは。近隣自
治体の保育士の待遇との比較は。

保育士は常に募集をしています。毎年数
人の確保はできていますが、在籍してい
る保育士が産育休に入る年代が多いこと
などもあり、確保に苦慮しています。処
遇に関しては、ここ数年で改善されてお
り、近隣自治体と同様か、それ以上と考
えています。



2/18　八坂公民館　市民説明会

No 質問 回答

8
保育士の確保に奨学金を活用できない
か。

検討してまいります。

9
八坂地区の意見としては、たけのこ保育
園を残してほしいということですが、最
終的な判断はどこが行うのか。

市の諮問機関である子ども・子育て審議
会から答申を受けた上で、最終的に市が
判断します。

10
子育て支援にお金をかけていただきた
い。

これまでも子育て支援を充実するための
予算は確保していますが、必要な施策は
検討してまいります。

11

土曜保育の際に、登校時間を書く紙にた
けのこ保育園の名前がなかった。たけの
こ保育園がなくなってしまうのは、既に
決定しているのかと感じた。

事前にご利用を申し込んでいたのにもか
かわらず、お名前が抜けていたとしたら
大変申し訳ありませんでした。
土曜保育の担当と確認したいと思いま
す。

12

学校のグランドデザインには保育園も
入ってくるので、そこがなくなってしま
うと保育園から小学校に上がるという部
分や交流というのが難しくなっていって
しまうがいかがか。

幼保小の接続の問題は大町市にとって大
きな課題かと思います。全ての子どもた
ちが健やかに成長してほしいと考えてい
ますので、小学校や保育園の再編も考慮
し、市全体で検討すべき課題と考えてい
ます。

13

保育士になるのに年齢制限があるのか。
保育士が足りないからリタイヤした世代
が資格を取得した場合、雇うことは可能
か。

年齢制限はありません。但し、子どもの
命を預かる職種のため、資格があれば誰
でも良いとはならないことから、採用の
際には、面接などの選考はあるをさせて
いただいています。
現在も65歳以上の方を雇用しているた
め、選考に通れば雇用は可能です。

14
保育士の資格がなくても保育に関わるこ
とができるのか。園独自にボランティア
のように募集することはできるのか。

保育所を運営するには保育士の資格を
持っている職員の配置基準が決まってい
るため、その基準を満たす保育士を配置
することは必須となります。
たけのこ保育園では、長時間保育の時間
帯で保育士の補助として保育士の資格を
持っていない方にご協力いただいていま
すが、夕方は、職員が不足しているた
め、通常時間に保育を行っている職員が
残業することで、長時間保育を維持して
いる状況です。



2/20　社公民館　市民説明会

No 質問 回答

1

通園時間について危惧している。小学校
の通学バスのコースは複数ある。
保育園の場合、平地区でしらかばが再編
されくるみに行くとなると、保護者の負
担になるのではないか。特に中綱青木あ
たりの人からすると、しらかばがあった
方が良いのではないか。

保育園は、現在でも保護者送迎を基本と
しているため、バスの運行は検討してい
いません。また、送迎時に親と保育士で
コミュニケーションをとることも安全な
保育のためには、大事なことだと考えて
います。
保護者の車であれば30分以内で送迎でき
ると考えています。

2
保育園で通園バスをやるとしたら、運転
手の確保ができるのか。

保育園でバスの運行は検討していませ
ん。

3

保育園を柔軟に運営するのであれば、認
定こども園にするのもひとつの手ではな
いか。子どもの30分の送迎の負担もあ
る。
このままだと次の世代が大町に住まなく
なってしまうのではないかと不安があ
る。
市で、課題解決に向けて方向性・案とい
うのを示してほしい。これからの世代の
声を聞いていただきたい。

大町の子どもたちを、大町市でどう育て
ていくかというのは、非常に大事な視点
だと考えています。
生まれる前から小学校への健やかな成長
のための流れについて、きちんとしたビ
ジョンを持つ必要があります。
どんぐりの保護者説明会では、地域との
つながりがありとても良い園であり、再
編は仕方ないが、小学校への接続に心配
があるという意見をいただいています。
保護者の様々な意見を取り入れて検討し
ていきたいと考えています。

4
預ける保護者の勤務地を考慮してほし
い。

現在は0・1歳児は希望通りの園に入れな
いため、入所可能な園に遠くても入って
いただくという現状です。
そのような現状も踏まえ、保護者の通勤
時間の問題についても解消を目指した再
編だと考えています。

5

保育園へ親が送迎するとなれば、かなり
負担となる。
これは子育て支援支援になるのか。
大町で子育てしたいという人がいなく
なってしまう。
通園バスを運営するなど考えていただき
たい。

待機児童ゼロを目指すことも子育て支援
であり、それを実現しようとすることに
より、どこか別の面でご負担が増えてし
まう可能性はあります。
市としては、再編により長時間保育の継
続、待機児童ゼロを優先しながら、様々
な子育て支援を検討していきたいと考え
ています。
また、仮にバスを運行しようとしても学
校とは違って、保護者の希望送迎時間と
乗車場所が複雑になるため、一律にバス
を出すのは難しいと考えています。



6
保護者の勤務地を洗い出し、バス運行
ルートを考えてほしい。

学校とは違い通学区という考え方はない
ため、保護者は自宅と勤務地を考慮し、
希望の保育園を申請しています。
0・1歳児の第1希望への入園は厳しい部
分もありますが、それ以外の年齢につき
ましては、保護者の希望に基づき調整し
ていますので、バスの運行ルートがかな
り複雑になることが想定されます。

7

保育士不足とあるが、パートが半分以上
である。長野県には保育士育成学校があ
るため、安い非常勤で雇うのではなく、
正規職員で採用し良い給料で勤めてもら
えば問題解消になるのではないか。

正規職員は毎年募集しており、今年度は
5人の応募があり、3人を採用しました。
子どもの命を預かる仕事であるため、資
格があれば誰でも良いということではな
いことはご理解いただきたいと思いま
す。
以前、保育士養成の短大で話を聞いたと
ころ、保育士免許を取っても保育士とし
て就職しない人もいるなど、ニーズに対
して保育士は不足している状況と伺って
います。
臨時として働いていただいている市の会
計年度任用職員の処遇についても、ボー
ナスを引き上げて正規と同じ率で支給す
るなどして、確保に努めています。
しかし、保育士が全国的に不足している
中、確保が厳しい状況となっています。

8
保育室の床暖房について、床暖房は常盤
の園にしかないのか。

全園の0歳、1歳児の保育室に設置されて
いるが、0歳、1歳児のニーズに対して保
育室が不足している状況です。

9
公立園と比較して民間園は預かり時間が
短いか。

認定こども園3園は朝7時半から18時半ま
で開所しており、公立保育所とそれほど
変わらない状況です。

10 奨学金の制度はないのか 検討してまいります。



11

9月に東小の廃校に伴う住民要求陳情を
あげた。市内から集まってくるような文
化・芸術的な施設を兼ねた施設をお願い
した。その時には保育園の話はなかった
が、寂しくなると感じる。
社地区では、東小とどんぐり保育園がな
くなり寂しくなると感じている。
どんぐり保育園は避難所になっているた
め、防災の観点から施設をしっかり維持
し、災害に対応できるよう残してほし
い。

東小の跡地利用としては、残す方向で検
討されているが、具体的にはまだ決まっ
ていないと聞いています。
大町市は市域が広いため、各地域に保育
所が点在していた方が良いという意見は
十分に理解できます。ただ、ご説明させ
ていただいた状況の中で、これからの子
育て世代が確実に保育施設を利用できる
ためことも考えていかなければなりませ
ん。いただいた意見をもとに、今後あり
方検討委員会に持ち帰り、再度検討させ
ていただきます。
また、現在、あり方検討委員会では、あ
ゆみ園をしらかば保育園又はどんぐり保
育園に移転し、活用するよう検討されて
いるため、いただいたご意見を踏まえ、
検討していきたいと考えています。

12
ｉターンの希望が社に多い。移住者の事
を考えると、再編はどうなのか。

移住の事を考えていただきたいというご
意見ですが、市で長い期間をかけて取り
組んでいる施策であり、今年につきまし
ては、毎年下がっていた出生数が少し増
えた状況です。
移住施策は即効性があるものではないで
すが、続けてきたことの一つの成果と捉
えています。
現在、白馬村では外国の方の移住があ
り、地価の上昇等の影響で大町市に転入
してくる人もいます。
移住者に対する保育施設の受け入れにつ
いても検討しており、地域を疎かにして
いるわけではないことはご理解いただき
たいと思います。

13

子育て支援・幼保小は繋がっている。
縦割りではなく、横のつながりを市とし
て良い案を出していただきたいことをお
願いしたい。

幼保小の架け橋は大変重要であり、実際
に不登校や学校になじめないなど、課題
があることは把握しています。
市として横のつながりを持ち、課題解決
に向けた対策を検討してまいります。

14
どんぐり保育園は避難所となっているが
耐震は大丈夫か。
避難所として利用するのは可能か。

耐震に対応した建物となっています。
再編後、施設を活用することとなれば、
避難所機能としては残ることとなります
が、活用しない場合、避難所だけで残す
かどうかは検討させていただくこととな
ります。
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学校も含めて、施設の今後の活用や跡地
利用について、何かに活用したいという
動きが市にあるが、維持管理の観点から
廃止する、民間に委託する、ということ
も再編した場合は必要なのではないか。

施設数が多ければ維持管理経費も必要に
なるため、建築年等も踏まえ、検討して
まいります。

16

どんぐり保育園は社地域の指定避難場所
としてなっている。
避難所機能として残していただきたいこ
とを分かっていただきたい。

地域に必要な避難所数につきましては、
再編にあたり、今後検討させていただき
ます。

17
市の案としては3園に再編するというこ
とか。

あり方検討委員会では、3園が最適なの
ではないかと示されているところです。
今回の説明会を踏まえ、課題やいただい
た意見に基づき、委員会で再検討し、結
論を出してまいりたいと考えていますの
で、3園に決定しているわけではありま
せん。

18

認定こども園との連携とある。
この連携とは、例えば「待機児童が出そ
うになったときにお願いする」という繋
がりなのか。

待機児童を出さないために市で利用調整
を行うことは、既に法で定められてお
り、現在でも連携は行っていますが、さ
らなる連携に努めたいと考えます。

19

事前の子ども同士の交流は大事で、小学
校でも交流を行っていた。
再編するなら、再編前の園児同士の交流
も大事だと思う。一緒になった時必要な
支援が出てくるため、保育士がそこを理
解していることが大切である。

園同士の交流や小学校への接続に向けて
の交流のことは、他地区の説明会でもと
意見をいただいているため今後しっかり
と検討してまいります。

20

再編によって、園での教育レベルがあが
るのか。
一部の私立では教育にすごく力をいれて
いるところもある。

市内には私立の認定こども園が３園あ
り、各園の教育指針に共感し、入園を希
望する保護者がいるため、そこはできる
だけ尊重したいと考えています。
逆に保護者の中には、保育園の環境を選
択している方もいるため、それぞれの長
所を最大限生かしていきたいと考えてい
ます。

21

社地区に保・小がなくなると、地域の活
動がどうなるか危惧している。
地域との連携の部分等をしっかりやって
いただきたい。
この地域で子どもを送り出しても、子ど
もたちが地域を愛してくれるような方策
を教育委員会を含め考えていただきた
い。

どんぐり保育園は、地域の方から多くの
支援をいただいて、地域に密着した園だ
と感じています。今後、地域と子どもた
ちの繋がりをどう保っていくかしっかり
検討したいと考えております。



22

できる限り早く再編を検討するとある
が、小学校再編を例に挙げると再編あり
きで話が進んでいた。
再編ありきではなく、子どもを第一に考
え、良い環境を整えたうえでの再編・検
討をしていただきたい。

お子様を預かる施設なので、安心・安全
を第一に検討をしたうえで、再編時期を
決定してまいりたいと考えています。
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No 質問 回答

1

満2歳から預けられなくなってしまった
ので育休延長して家でみているが、でき
れば入所させたいので、検討していただ
きたい。

3歳未満児の保育ニーズの増加により、8
年度から、育児休業に伴う上のお子さん
のお預かりを3歳以上児にさせていただ
き、ご利用いただけない状況になってし
まい申し訳ありません。
今後の保育ニーズを踏まえ、いただいた
ご要望を検討してまいります。

2

再編後の施設の活用として、空いた園に
子どもが遊べる場所（室内）として活用
してほしい。大町市には雨や雪が降った
場合、屋内で遊べる施設がない。親がつ
いているので保育士などはいなくても良
い。

施設の跡地利用については、今後検討し
てまいります。


